
 平成３１年  ３月 ４日(月) 
     徳島河川国道事務所 

重点「道の駅」の選定証授与式について 
～地方創生の核となる「道の駅」を重点的に支援します。～ 

 国土交通省四国地方整備局徳島河川国道事務所では、平成３１年 

１月３０日に重点「道の駅」に選定された道の駅「大歩危」と重点
「道の駅」候補に選定された道の駅「いたの（仮称）」の選定証授
与式を開催しますので、お知らせします。 
 

記 
○道の駅「大歩危」 

１.日時  平成３１年３月７日（木）１０：００～１０：３０ 

２.場所  三好市役所（本庁舎）会議室 

３.参加者 黒川征一三好市長、谷村昌史四国地方整備局道路部長 他 

４.次第  ・選定証授与 

      ・道路部長挨拶 

      ・市長挨拶 

      ・記念撮影  

 
○道の駅「いたの（仮称）」 
１.日時  平成３１年３月１０日（日）１１：２０～１１：３０ 
２.場所  板野郡板野町川端 

３.参加者 玉井孝治板野町長、宮藤秀之徳島河川国道事務所長 他 
４.次第  ・選定証授与 
           ・記念撮影 
 
※報道関係者の方は選定証授与式に参加可能です。 

 【お問い合わせ先】主たる連絡先◎   
   国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所   
    ◎事業対策官 多田 貴幸 電話：088-654-9623(直通)  
     交通対策課長 高井 健一  

※本施策は、四国圏広域地方計画「No.5 地域の自立的・持続的発展に向けた「資国」産業競争強化 
 プロジェクト」の取り組みに該当します。 
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〇 全国各地で「道の駅」を地域活性化の拠点とする取組が進展しています。 
〇 この動きを応援するため、国土交通省では、重点「道の駅」制度を創設し、

優れた「道の駅」を関係機関と連携して重点支援する取組を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
「道の駅」が 

活力を呼び、雇用を創出、 
地域の好循環へ 

 

  

 
  

  

  

  

  

  

 

重点「道の駅｣制度の概要 

地域活性化の拠点として、特に優れた機能を継続的に
発揮していると認められるもの 

   全国モデル「道の駅」 

地域活性化の拠点となる優れた企画があり、今後の重点支援
で効果的な取組が期待できるもの 

重点「道の駅」 

地域活性化の拠点となる企画の具体化に向け、地域での意欲的
な取組が期待できるもの 

 
 

重点「道の駅」候補 

国土交通大臣選定 

国土交通大臣選定 

地方整備局長等選定 

全国的なモデルとして成果を広く周知するとともに、 
さらなる機能発揮を重点支援 

取組を広く周知するとともに、取組の実現に向けて、
関係機関が連携し、重点支援 

関係機関が連携し、企画検討等を支援 

重点「道の駅」に想定される機能 

地域の産業振興

地域福祉の向上

高度な防災機能

地域の元気を創る

地域センター型

地方特産品のブランド化、６次産業化 等

診療所、役場機能、高齢者住宅 等

広域支援の後方支援拠点、防災教育 等

インバウンド観光の促進

地域の観光総合窓口機能

地方移住等の促進

地域外から活力を呼ぶ

ゲートウェイ型

外国人案内所、免税店、無料公衆無線LAN、

地域全体の観光案内、宿泊予約窓口 等

地方移住のワンストップ窓口
ふるさと納税の情報提供 等

海外対応ATM 等





○ミシュラングリーンガイド・ジャパンでも紹介されている「祖谷渓」や名勝指定された「大歩危・小歩危」等数々の観光資源の玄関口である
道の駅「大歩危」にて、インバウンドに対応した、ゲートウェイ（観光拠点）としての案内機能強化や周遊観光機能整備を図る。

○ＤＭＯ団体、四国風景街道などと連携し地域資源を活かした観光を推進し、周遊・滞在型観光を推進する。

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

〇外国人観光案内所機能強化（L1からｶﾃｺﾞﾘⅡへの格上げ）
〇ＪＲ大歩危駅との連携 外国人観光客の安全な誘導
〇地域伝承である「妖怪」を活用した観光案内板や多言語案内板の整備
〇外国人旅行者へ「周遊バス」の実証実験により、二次交通の整備促進
〇防災備蓄（食糧、毛布）等の防災機能の強化

■道の駅「大歩危」を窓口とし、にし阿波～剣山観光圏（三好市、美馬市、東みよし
町、つるぎ町）を地域ＤＭＯ「そらの郷」及び、四国風景街道「三好市秘境ロマン
街道推進協議会」と連携し、観光施設の情報を一体的に発信、地域全体のゲー
トウェイとして、周遊・滞在型観光を推進する。

■「過疎地域自立活性化優良事例」に認められた「山城・大歩危妖怪村」と連携し、
「妖怪」を活かした観光地づくりを行い、滞在時間の増加、周遊観光を図る。

道の駅「大歩危」（徳島県三好市） 企画概要 ＜既設＞
おお ぼ け み よし
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外国人宿泊者数 (観光圏域)

急増する外国人旅行者への
案内機能強化、周遊・滞在型
観光機能整備

祖谷渓

数々の観光資源の玄関口

観光情報、案内の一体的な提供

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

大歩危 徳島県 三好市 国道32号 既設 平成20年度 単独型

観光客の一時避難所
機能強化

2017年ラフティング
世界大会の開催

H３０重点

(人）



観光総合案内所

＜実施内容＞

１．お遍路情報ステーション・おもてなし広場の設置
２．インバウンド対応した観光案内所、多言語パンフレット設置や多言語案内看板の

設置。高速バス停留所の設置、大型バスに対応出来るトイレ整備
３．子育て支援、高齢者宅への宅配サービス及び移動販売の活動拠点を整備
４．災害支援物資や部隊受入基地、災害ﾍﾘﾎﾟｰﾄ及び非常食備蓄倉庫を設置
５．水素ｽﾃｰｼｮﾝやEV急速充電器を設置

＜提案の先駆性・ポイント＞

買物弱者の支援活動拠点

水素ｴﾈﾙｷﾞｰ学習

六次産業化推進

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ

○板野町は四国88箇所のお寺が3箇所、また近くに１番札所の霊山寺があり、四国全体のお遍路のスタート位置である。
○E11高松道・E32徳島道の双方に近い立地を活用し、四国内外から訪れる高速道路利用者の休息機能と四国お遍路のゲートウェイ機能を両立。
○お遍路に関する情報ステーションやシャワー等のおもてなし広場を設け、お遍路の情報と休息サービスを提供する。
○四国内に訪れる訪日外国人は大幅に増加しており、外国人お遍路等を対象とした観光案内所を設ける。
○地域産業振興、地域福祉、防災施設としての整備と合わせ、内外からの地域活性化の玄関口としての役割を果たす。

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

いたの（仮称） 徳島県 板野町 （主）徳島引田線 新設 平成３３年 一体型

 お遍路巡礼のｹﾞｰﾄｳｪｲとして四国内・地域周遊観光名所案内による観
光促進
 徳島・高松自動車道の利用者の休憩機能の確保
 子育て支援や高齢者等買い物弱者等への地域福祉の充実
 災害時の支援物資、支援部隊等の防災拠点整備
 EV車等への充電等次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ等先端技術の提供

お遍路情報ステーション

・「発心の道場23ヶ所」全般の観光案内
・県東部圏域の観光情報の提供
・県内の各「道の駅」とネットワーク化

外国人観光案内所

「道の駅」では中四国初！
常時英語対応可能なJNTO認定
「カテゴリーⅡ」も視野に

衣類乾燥室

おもてなし広場

シャワールーム

板野町

①本州から

道
の
駅
「
い
た
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）
」

産業振興における提案

・六次産業化推進、地域特産品の商
品化

・地産地消ﾚｽﾄﾗﾝ

観光総合における提案

・四国の玄関・観光ゲートウェイ

・88箇所札所、歴史等紹介

・各施設の周遊観光推進

地域福祉における提案

・子育て支援グループなど、子育て親
子への支援

・障がい者等への社会参加支援

・ウォーキングコースやサイクリン

グコースの整備

防災における提案

・災害ﾍﾘﾎﾟｰﾄ、支援基地の整備

・災害時の備蓄倉庫、避難所整備

高速道路の休息機能

高速バス停留所の設置

次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ等先端技術 ①阿波「発心」

④讃岐「涅槃」

③伊予「菩提」

②土佐「修行」

③お遍路へ

②地産地消レストランで小休止

＜活用例＞

いた の

H３０重点候補道の駅「いたの（仮称）」（徳島県板野町） 企画概要 ＜新設＞




